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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年５月22日に公表いたしました平成19年３月期通期業績予想（平
成18年４月１日～平成19年３月31日）を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 
 

１．平成19年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成19年３月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18 年５月 22 日発表） 

85,000 300 300 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 85,000 0 0 
増 減 額（Ｂ－Ａ） ― △300 △300 
増 減 率（％） ― △100.0 △100.0 
（ご参考） 
前期実績（平成18年３月期） 

73,124 542 △1,846 

 
２．平成19年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成19年３月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18 年５月 22 日発表） 

118,000 1,200 700 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 118,000 700 100 
増 減 額（Ｂ－Ａ） ― △500 △600 
増 減 率（％） ― △41.7 △85.7 
（ご参考） 
前期実績（平成18年３月期） 

99,435 1,871 △856 

 
３．修正の理由 

（１）個別 

売上高につきましては、前回予想に修正はございませんが、本日公表の決算短信等でお知らせいたしまし

たとおり、通期におきましても、低価格による受注獲得競争は継続するものと思われ、不採算工事に対する

損失引当金の繰入額の計上等により、経常利益につきましては前回予想を300百万円下回る見込みでありま

す。また、独占禁止法違反による裁判の求刑が確定したことによる罰金の支払額640百万を特別損失に計上

することにより、当期純利益は悪化しますが、その損失を軽減することを目的に投資有価証券の売却を効果

的におこない特別利益を計上することで、当期純利益は0百万円程度となる見込であります。 

（２）連結 

個別の業績修正が主な要因となりますが、連結子会社においても、不採算工事に対する損失引当金の繰入

額等の計上により、経常利益につきましては、前回予想を500百万円程度下回り、当期利益も600百万円程

度下回る見込であります。 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報を基に作成しております。実際の業績は、

今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性がありますことをご承知おき下さい。 

以 上 


